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医療等情報利活用ワーキンググループの検討状況について

資料１



○座長

医療等情報利活用ワーキンググループ

１．会議の趣旨

２．構成員 ３．開催実績
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健康・医療・介護情報利活用検討会の検討事項のうち、主として医療の提供等に伴い発生する情報の利活用に関する検討を行うこ
とを目的としている。

川崎医療福祉大学副学長秋山 祐治

慶應義塾大学総合政策学部名誉教授印南 一路

公益社団法人日本歯科医師会常務理事小野寺 哲夫

東京工業大学科学技術創成研究院准教授小尾 高史

東京大学大学院法学政治学研究科教授笠木 映里

老テク研究会事務局長近藤 則子

帝京大学医療情報システム研究センター教授澤 智博○

国立情報学研究所アーキテクチャ科学研究系教授高倉 弘喜

日本病院会（大阪大学大学院医学系研究科医療情報学教授武田 理宏

筑波大学医学医療系教授田宮 菜奈子

愛媛大学医学部附属病院栄養部部長利光 久美子

公益社団法人日本医師会常任理事長島 公之

認定NPO法人ささえあい医療人権センターCOML理事長山口 育子

京都大学法学系教授山田 哲史

公益社団法人日本看護協会常任理事吉川 久美子

公益社団法人日本薬剤師会副会長渡邊 大記

第１回（令和2年3月26日）
第２回（令和2年5月18日）
第３回（令和2年10月21日）
第４回（令和2年11月6日）
第５回（令和2年12月9日）
第６回（令和2年12月25日）
第７回（令和3年7月29日）
第８回（令和3年12月17日）
第９回（令和4年1月19日）
第１０回（令和4年３月30日）
第１１回（令和4年5月27日）
第１２回（令和4年9月5日）
第１３回（令和4年12月15日）
第１４回（令和5年2月13日）
第１５回（令和5年3月22日）
第１６回（令和5年3月23日）
第１７回（令和5年5月24日）
第１８回（令和5年9月11日）
第１９回（令和5年11月6日）
第２０回（令和6年1月24日）
第２１回（令和6年3月27日）
第２２回（令和6年6月10日）



2026年度～
（令和8年度～）

2025年度
（令和7年度）

2024年度
（令和6年度）

2023年度
（令和5年度）

マイナンバーカードと健康
保険証の一体化の加速等

電子カルテ情報の標準化等

自治体・医療機関/介護事業
所間の連携 等
・自治体が実施する介護、
予防接種、母子保健等の事
業の手続に必要な情報の連
携

診療報酬改定DX
〔医療機関等システムのモ
ダンシステム化〕

共通算定モジュールの設計・開発

マスタの開発・改善
電子点数表の改善

○令和6年秋
・保険証廃止

訪問診療等、柔道整復師・あん摩マッ
サージ指圧師・はり師・きゅう師の施
術所等でのオンライン資格確認の構築

マイナンバーカードと健康保険証の一体化の加速等

マスタ・コードの標準化の促進
提供拡大

スマホからの資格確認の構築

医療機関・薬局間だけでなく、自治体、介護事業所と情報を共有、マイナポで閲覧に加え、申請情報の入力

電子処方箋を実施する医療機関・薬局を拡大

診療情報提供書・退院時サマリーの交換
検査値〔生活習慣病、救急〕、アレルギー、薬剤禁忌、傷病名等を共有

順次、医療機関、共有する医療情報を拡大

概ね全ての
医療機関・薬局で導入

医療機関・薬局間での共有・マイナポでの閲覧が可能な医療情報を拡大

業務運用の見直し
医療機関・自治体との

情報連携基盤の整備
実証事業

マイナポの申請サイトの改修

マスタ及び電子点数表
改善版の提供開始

機能を更に追加しながら、
医療機関数を拡大

医療機関等のシステムについて、診療報酬の共通算定モジュールを通し、抜本的にモダンシステム化

共通算定モジュールのα版提供開始
先行医療機関で実施、改善

順次、機能を追加

診断書等の自治体への電子提出の実現
順次、対象文書を拡大

運用開始

運用開始

生活保護（医療扶助）のオンライン資格確認対応 運用開始

保険医療機関等のオンライン資格確認の原則義務化

医療機関・ベンダの負担軽減

医療機関・ベンダの更なる負担軽減
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救急時に医療機関等で患者の医療情報を閲覧できる
仕組みの整備

運用開始

運用開始し、普及

国民に直接メリットがある機能を開始 ⇒ ⇒ ⇒ 機能・実施自治体を拡大

下記について全国的に運用
・公費負担医療、地方単独医療費助成
・予防接種
・母子保健情報
・介護
・自治体検診
・感染症届出

自治体システムの標準化、共有すべき文書の標準化・クラウド化

先行実施

全国医療情報プラットフォームの基盤構築
（電子カルテ情報共有サービスの整備）

本格実施

レセプト情報

電子処方箋

電子カルテ情報

医療情報化支援基金の活用による電子カルテ情報の標準化を普及

情報共有基盤の整備
共有等が可能な医療情報
の範囲の拡大

標準型電子カルテα版提供開始 本格実施

民間PHR事業者団体等と連携したライフログデータ標準化、医療機関実証、2025年大阪・関西万博も見据えたユースケース創出支援 順次、ユースケースを拡大

医療DXの推進に関する工程表〔全体像〕
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第2回医療DX推進本部
（令和5年6月2日）一部改変



保険医療情報の閲覧の仕組み
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第４回健康・医療・介護情報利活用検討会、
第３回医療等情報利活用ＷＧ及び第２回健診等情報利活用ＷＧ

資料（令和２年10月21日）より抜粋



電子カルテ情報共有サービスの概要
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令和６年６月版

❶ 診療情報提供書送付サービス：診療情報提供書を電子で共有できるサービス。（退院時サマリーについては診療情報提供書に添付）
❷ 健診結果報告書閲覧サービス：各種健診結果を医療保険者及び全国の医療機関等や本人等が閲覧できるサービス。
❸ 6情報閲覧サービス：患者の6情報を全国の医療機関等や本人等が閲覧できるサービス。
❹ 患者サマリー閲覧サービス：患者サマリーを本人等が閲覧できるサービス。

自宅等

紹介先の医療機関
閲覧

医療機関 電子カルテ情報共有サービス
診療情報提供書

オンライン資格確認等システム

5情報

全国の医療機関等

電子カルテ等

取得・閲覧保存管理登録

文書情報管理DB

臨床情報管理DB

経
由

文書・情報登録
(FHIR変換、バリデーション等) 抽出

マイナ
ポータル

医師等

国民

患者 医師等

事前同意

閲覧受付

健診文書管理DB

健診結果
報告書

閲覧

同意

わたしの情報

共有情報の詳細

・退院時サマリ－は診療情報提供書に添
付扱い

診療情報提
供書

文書
情報

・特定健診
・後期高齢者健診
・事業主健診(一般定期健康診断)
・学校職員健診
・その他健診

健診結果報
告書

・傷病名(主傷病＋副傷病)
・療養上の計画・アドバイス
＋薬剤アレルギー等、その他アレルギー等、
感染症、検査、処方情報(電子処方箋)

患者サマリー

・傷病名
・薬剤アレルギー等
・その他アレルギー等
・感染症
・検査(救急、生活習慣病に関する項目)

5情報臨床情報

・5情報 + 処方情報(診療情報提供書)6情報

健診結果報告書6情報

1

32

マイナンバー
カード

顔認証付きカードリーダー 医師等

医療保険者

健診結果
報告書

閲覧

職員等

閲
覧
可

患者サマリー
※閲覧保留の場合はマイナポータルや顔リーダーでの同意が必要。

※診療情報提供書から処方情報を抽出

（６情報と患者サマリーを管理）

（既存の健診DBと一体的に管理）

健診結果報告書

+XML/PDF

XML

XML/PDF

診療情報
提供書

（傷病名＋アドバイス）

：日本HL7協会

6情報

4 患者サマリー

健康・医療・介護情報利活用検討会
第22回 医療等情報利活用ワーキンググループ（令和６年6月10日）



3文書6情報の概要

6

保存期間
(オン資)

顔リーダー
閲覧同意区分

未告知/未提供
フラグ

長期保管
フラグ主要コード対象となる

FHIRリソース概要情報項目No

5年間分
傷病名
+手術情報
＋感染症

ありあり
レセプト電算処理マスターの傷病

名コード
ICD10対応標準病名マスターの

病名管理番号
Condition診断をつけた傷病名傷病名1

5年間分ーあり臨床検査項目基本コードセット内
にあるJLAC(10/11)コードObservation

梅毒STS、梅毒TP、HBs(B型肝炎)、
HCV(C型肝炎)、HIVの分析物に関す
る検査結果

感染症2

5年間分

診療＋お薬
＋アレルギー等
＋検査

ーあり

YJコード（及び派生コード※）
テキスト

(※銘柄を指定できない場合に限り、
下３桁をzzz（一般名処方マスタに相
当）で記載する。先頭にメタコードを付

与する)

Allergy
Intolerance

診断をつけた薬剤禁忌アレルギー等情
報
(医薬品、生物学的製剤)

薬剤アレル
ギー等3

5年間分ーあり
J-FAGYコード

テキスト
（J-FAGYで表現できないものはテキス

ト入力する）

Allergy
Intolerance

診断をつけた薬剤以外のアレルギー等
情報
(食品・飲料、環境等)

その他アレル
ギー等4

1年間分
もしくは
直近3回分

ーー臨床検査項目基本コードセット内
にあるJLAC(10/11)コードObservation

臨床検査項目基本コードセット(生活習
慣病関連の項目、救急時に有用な項
目)で指定された43項目の検体検査結
果

検査5

100日間分
もしくは
直近3回分

ーー
YJコード（及び派生コード※）
(※銘柄を指定できない場合に限り、
下３桁をzzz（一般名処方マスタに相

当）で記載する)

Medication
Request

※直接登録は行わない
(文書から抽出した処方は取り扱う)処方6

保存期間電子署名添付宛先指定記述仕様概要文書項目No

オンライン資格確認等シス
テムに５年間保存

不要可能なし
HS037 健康診断結果報告書
HL7 FHIR記述仕様

特定健診、事業主健診、学校職
員健診、人間ドック等を対象

健康診断結果報告書1

電子カルテ情報共有サービスに6
か月間保存。
但し、紹介先医療機関等が受
領した後は1週間程度後に自動
消去。

任意可能必須
HS038 診療情報提供書
HL7FHIR記述仕様

対保険医療機関向けの診療情報
提供書を対象

診療情報提供書2

不要可能なし
HS039 退院時サマリー
HL7FHIR記述仕様

退院時サマリーを対象
※診療情報提供書の添付(任意)と
しての取り扱い

退院時サマリー3

3文書

6情報

健康・医療・介護情報利活用検討会
第21回 医療等情報利活用ワーキンググループ
持ち回り開催（令和6年3月27日）一部修正



運用開始までのロードマップ
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医療機関等運用テスト
運用開始
（システムの安全かつ正確な運用を確保）設計、開発～総合テスト

システムベンダ向けHP（ONS）運営、ヘルプデスク

医療機関等向けポータルサイト・コールセンター

国民向け広報

システムベンダ向け説明会

◆外部インターフェイス仕様書初版

医療機関等システムベンダ向け連携テスト

◆技術解説書初版

医療機関等システム改修

7

モデル事業

（令和７年度中）本番稼働

健康・医療・介護情報利活用検討会
第20回 医療等情報利活用ワーキンググループ

（令和6年1月24日）一部修正

◆ポータルサイト開設
（補助金情報含む）

◆３月末～
医療情報化支援基金



電子カルテ情報共有サービスのモデル事業について
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目的
• 電子カルテ情報共有サービスに対応する、標準規格準拠対応機能を導入した医療機関を対象と

して、患者情報の一部を医療機関間で電子的に共有することにより、電子カルテ情報共有サー
ビスの有用性や機能検証、課題を収集することにより、さらなる活用方策について検討を図る
ことを目的とする。

実施予定時期
• 令和7年1月以降から順次開始予定（終了時期は検討中）

対象施設
• 医療ＤＸにて想定する情報共有の有用性を検証するため、数か所の地域でのモデル実施を想定
• 各地域では、中核となる病院に加え、中核病院と連携する複数の病院・診療所の組合せを想定
• その他の詳細な施設要件

• オンライン資格確認システムが導入・運用されている医療機関

健康・医療・介護情報利活用検討会
第22回 医療等情報利活用ワーキンググループ

（令和６年6月10日）



モデル事業予定地域

9

モデル事業地域の中核的な病院が参画予定。中核的な病院と連携する病院・診療所と現在調整中。

千葉県
千葉大学医学部附属病院を中心

とした地域

茨城県
水戸済生会総合病院
を中心とした地域

静岡県
浜松医科大学医学部附属病院を
中心として、浜松医療センター、中
東遠総合医療センター、藤枝市立

総合病院と調整中

山形県
日本海総合病院
を中心とした地域

石川県
加賀市（デジタル田園健康特区）

で調整中

愛知県
藤田医科大学病院
を中心とした地域

三重県
三重大学医学部附属病院

を中心とした地域

北海道
函館地区で調整中

奈良県
南奈良総合医療センター
を中心とした地域

健康・医療・介護情報利活用検討会
第22回 医療等情報利活用ワーキンググループ

（令和６年6月10日）



医療法に基づく立入検査の概要

・病院、診療所等が法令により規定された人員及び構造設備を有し、かつ、適正な管理を行っているか否かについて検査し、不適正な場合は
指導等を通じ改善を図ることにより、病院、診療所等を良質で適正な医療を行う場にふさわしいものとする。

立入検査の目的

・医療法第２５条第１項による立入検査 ・・・ 各病院、診療所等に対し、都道府県等が実施
・医療法第２５条第３項による立入検査 ・・・ 特定機能病院等に対し、国が実施

立入検査の実施主体

○病院管理状況
➣カルテ、処方箋等の管理、保存 ➣届出、許可事項等法令の遵守 ➣患者入院状況、新生児管理等 ➣医薬品等の管理、職員の健康管理
➣安全管理の体制確保 等

○人員配置の状況
➣医師、看護婦等について標準数と現員との不足をチェック

○構造設備、清潔の状況
➣診察室、手術室、検査施設等 ➣給水施設、給食施設等 ➣院内感染対策、防災対策 ➣廃棄物処理、放射線管理 等

主な検査項目

厚
生
労
働
省 地方厚生（支）局

（８ブロック）

都道府県

保健所設置市 等 保健所

病院（原則毎年）
有床診療所（概ね３年に１度）
無床診療所・助産所（随時）

特定機能病院（原則毎年）

臨床研究中核病院（原則毎年）
・立入検査、改善指導の実施

・検査実施について助言

・立入検査結果の把握、集計

第16回医療等情報利活用ワーキンググループ

（令和４年３月23日）資料2-2から抜粋
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令和6年度版 医療機関等におけるサイバーセキュリティ対策チェックリスト

• 厚生労働省においては、令和５年４月から、医療法に基づく医療機関に対する立入検査に、サイバーセキュリティ対策の項目を位置

付けている。

• 立入検査の際に確認する項目については、医療情報システムの安全管理に関するガイドラインから特に取り組むべき重要な項目を抽

出し、「医療機関におけるサイバーセキュリティ対策チェックリスト」により示している。

• 薬機法施行規則にもサイバーセキュリティを位置づけており、サイバーセキュリティ対策の項目を位置づけており、「薬局における

サイバーセキュリティ対策チェックリスト」についても合わせて公表した。

• 令和５年度においては、チェックリストの一部項目について、令和６年度に確認するものを参考項目として位置づけていたが、令和

６年度において、すべての項目を確認することとした。

• 令和６年度版「医療機関におけるサイバーセキュリティ対策チェックリスト」及び「医療機関におけるサイバーセキュリティ対策

チェックリストマニュアル～医療機関・事業者向け～」（令和６年５月13日付け医政参発0513・第6号医政局特定医薬品開発支援・

医療情報担当参事官通知）を発出した。https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000516275_00006.html

令和６年度版令和５年度版 11

第22回医療等情報利活用ワーキンググループ

（令和６年６月10日）資料４ 一部修正



サイバー攻撃を想定した事業継続計画（B C P）のための確認表等

12

サイバー攻撃を想定した事業継続計画（BCP）策定のための確認表、確認表の解説を加えた「サイバー攻撃を想定したBCP策定の確認表

のための手引き」及び「サイバー攻撃を想定したBCPのひな形」を作成。

サイバー攻撃を想定した
BCP策定

の確認表のための手引き き

サイバー攻撃を想定した

BCP策定の確認表のための手引き

サイバー攻撃を想定した

BCPのひな形

サイバー攻撃を想定したBCP策定のための確認表

2024/６/６ HP公表
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000516275_00006.html

第22回医療等情報利活用ワーキンググループ

（令和６年６月10日）資料４から抜粋
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○ 近年の医療機関における情報セキュリティインシデント発生時の課題として、医療情報システムに関する契約の際に、医療

機関と医療情報システム・サービス事業者との役割分担等が適切に協議されていなかったことが挙げられる。

○ 契約上役割分担等が曖昧な点について、可能な限り、事前に双方の役割分担等について取り決め、有事の際に即座に対応で

きるよう、契約の段階で合意形成文書（契約書やサービス・レベル合意書（SLA）等）に落とし込むことが重要である。役割

分担等を事前に取り決め、医療情報システム全体を漏れなく俯瞰的にとらえることは、情報セキュリティインシデントの予防

にもつながるものと考えられる。

○ こうしたことから、医療情報システムの契約において、医療機関と事業者が役割分担等を協議する上で必要な項目について、

具体化を図ることを目的として、総務省・経済産業省・厚生労働省において「医療情報システムの契約のあり方等に関する有

識者委員会」を開催し、確認表として取りまとめた。

2024/６/３ HP公表
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/medical_informa
tion_system/index.html

第22回医療等情報利活用ワーキンググループ

（令和６年６月10日）資料４から抜粋

「医療情報システムの契約における当事者間の役割分担等に関する確認表」


